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診療スタッフ 

部長 三浦一郎 

医長 村田憲彦、阿部宏一 

 

診療概要 

当科は 2003 年 4 月より杏林大学泌尿器科学教室か

らの派遣の形で開設しました。三浦と村田の常勤医二

人と、週２日の非常勤医で日々外来・手術を行ってき

ました。当初は一日外来患者数も３０人程度であり、

比較的患者さんの話もゆっくり聞ける状態でしたが、

最近では多い日には外来患者も一日９０人弱来院し、

手術も週に 5件行うなど非常に忙しい毎日を送ってお

ります。そのため、患者さんの期待に応えられず他院

紹介することも多くなっていましたが、昨年念願の常

勤医が増えたため今後は更に外来診療・手術を提供で

きると期待しています。 

 常に患者さんの納得した医療、患者さんに優しい医

療を心がけて診療を行っています。当たり前のことで

すが十分な説明の上に患者さん自身が納得していた

だき治療を選択していただけるように心がけていま

す。また治療選択で悩んでいる患者さんの力になれれ

ばとセカンドオピニオン外来も開設しています。18

年前の当科開設時から、今では当たり前にはなってい

ますが、県内ではいち早く外来検査では軟性膀胱鏡を

用い、手術においては細経尿管鏡・ホルミウムレーザ

ーを用いた TUL を導入し、腹腔鏡手術も導入し患者

さんに負担の少ない医療を心掛けています。 

 尿路結石に対しては、当院では ESWL がありません

ので、腎結石で希望される患者さんに対しては、近隣

の当院関連施設に紹介しています。尿管結石に対して

は数日入院でホルミウムヤグレーザーを用いた TUL、

ｆ−TUL を施行しています。 

 当院が救急医療に力を入れている関係で結石性腎

盂腎炎の患者さんも非常に多いのですが、救急総合診

療科,総合内科と併診制をとることで 24 時間体制での

患者さんの受け入れ体制を整えています。 

 腎癌に対しては、派遣元の杏林大学が腹腔鏡手術に

力を入れていたこともあり、県内でも早期から腹腔鏡

手術を始めました。同時に腎盂尿管癌においてもリン

パ節郭清を伴わないものに対しては腹腔鏡下手術を

併用しています。 

 前立腺癌に対しては一昨年からロボット支援手術

を施行して輸血の必要も無く術後約 1週間で退院して

います。また、治療選択肢の一つとして放射線治療も

積極的に施行しています。 

 前立腺肥大症に対しては県内 2施設目のレーザーを

用いた PVP 手術を導入し、出血もほとんど無く数日

間の入院で治療が可能になっています。 

 手術不能、もしくは転移性の膀胱がんなどに対して

は従来より長期入院をしての抗癌剤治療を行ってお

りましたが、現在は当院オンコロジーセンターを活用

し短期入院での外来抗癌剤治療も行い好評を得てい

ます。 

 また看護部、リハビリテーション科と連携し、排尿

ケアチームを創設し活動しています。これは患者さん

の尿道カテーテルを早期に抜去することを促し、尿路

感染を防止すると共に排尿自立を目指すことを目的

としています。院内だけの活動では成立せず地域で患

者さんを支えることがより重要となってきています。

排尿ケアセミナーを定期開催し地域との連携をより

深めるべく活動しています。 

 

診療実績 

ロボット支援前立腺全摘術 18 件 

腎摘除術 17 件（うち腹腔鏡 11 件） 

腎部分切除術 2 件 

腹腔鏡下腎尿管全摘除術 5 件 

経尿道的前立腺切除術 ４件 

経尿道的膀胱腫瘍切除術 １０7 件 

尿路結石手術 59 件 

PVP 手術（前立腺レーザー手術） 31 件 

その他、細かい手術も含めると年間約 300 件の手術

を施行しています。 

また、今年度はコロナ禍において住民検診の受診控
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えの影響が多いと思われますが PSA 高値の受診者が

減少したため前立腺生検の件数が半減しています。来

年度以降に進行してしまった前立腺がん患者さんが

増えてしまうのではないかと危惧されます。 

 

【学会発表】 

三浦一郎,岩本沙織,村田憲彦,他,第 28 回排尿機能学会,

神奈川県下の介護施設における排尿管理の実態調

査,2021.9. 

 

その他の活動 

1.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2021.4.17 

2.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2021.5.15 

3.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2021.6.19 

4.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2021.8.21 

5.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2021.9.18 

6.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2021.10.16 

7.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2021.11.20 

8.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2022.1.15 

9.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術（ダ

ヴィンチ）について～,2022.2.19 

10.村田憲彦,前立腺がんの最新治療～ロボット手術

（ダヴィンチ）について～,2022.3.19 

 

展望/抱負 

常勤医が 3 人体制となった事により。今まで以上に

良性疾患の治療も積極的に行いたいと考えています。

また、da Vinci を用いたロボット支援手術の適応も現

在の前立腺癌だけではなく腎癌にも広げていきたい

と準備をしています。 

さらには、排尿ケアチームの活動を通しより地域に

根ざした活動を広げていきたいと考えています。 


